宗教改革史研究 by 倉塚,平
個 人 研 究
宗教改革史研究
倉　塚
The　History　of　the　Reformation
平
Taira　Kuratsuka
　昨年度にひきつづいて45年度も宗教改革史ことにそ
の中でも近年とくに注目を浴びるようになった研究分
野たるラディカル・リフォーメーションについて研究
した。その成果は，雑誌展望に前年よりの継続として
連載されている。
　改革派陣営内の急進的反対派の性格規定について
は，すでにトレルチ，ホルによって論争が開始され，現
代ではメンノー派神学者，西ドイツの正統派神学老，
東ドイツのマルクス主義的歴史家の間で三つどもえ
の論戦が行われている。果してトーマス・ミュンツァ
ーらの革命的神秘主義老とスイス兄弟団の平和的再洗
礼派の問に，なんらかの公分母がありうるのか，さら
にはまたミュソスター千年王国主義者を再洗礼派の中
に位置づけうるのか，またセバスチャン・フランクや
ガスパール・フォン・シュベンクフェルトなどの一人
狼的神秘家類型とセルトに結集した再洗礼派とをトレ
ルチのごとくきっぱりと類型的に峻別しうるのか，な
にかそこにはある親近性が存在しうるのではないだろ
うか，等々の問題がこの論争の中心をなしている。こ
の問題に対して，R．　H．ベイントンは，これら急進的
反対派は国家と教会の結合同盟に反対したという点で
共通しており，「宗教改革の左翼」とよぶにふさわし
いと主張し，また東ドイツのツシェヴィッツを代表と
する見解は，ルター派教会が領邦君主に担われて改革
を定着させたのに対して，これら急進的反対派はそれ
ぞれそのヴィジョソの実現を前者に対抗する人民に期
待したという点において，これら反対諸派を人民的宗
教改革という概念の中に包摂することができると主張
する。さらにジョージ・ウィリアムスは，これら諸派
が原始キリスト教への復帰とか魂の深淵における神と
の神秘的合一を呼んでいるのに見られるように，事物
の根源にまでさかのぼろうとする態度の共通性におい
て，正統派改革者の官憲的宗教改革Magistrate　Re・
formationに対して，　Radical　Refomlationとよびう
ると主張している。私はこれらの主張をふまえなが
ら，これら諸派を心情的ラディカリズムとして把え，
その諸類型を検出していこうとしているのである。な
ぜ心情的ラディカリズムというふうに心情的という既
定をつけたかというと，ラディカリズムにはロゴス的
とパトス的なそれに大ざっぱに区分されうるからであ
る（例，ベンサムの急進主義はロゴス的といえよう）。
まさしく，これら反対諸派をラディカルな行動に導い
たものは結果の成否を問わない心情の純粋性の主張だ
ったのである。
　以上の視点に立って，私は，第1論文ではスイス兄
弟団を扱った。スイス兄弟団の再洗礼を通じるセクト
づくりはまさしくツヴィングリのリアリスティックな
チューリッヒ改革に対する心情的反発にあったことを
明らかにしその運動がまさしく山上の垂訓に傲ぶ文字
通りの聖書教条主義となったことを究明した。第2論
文では，これら純粋心情主義者が迫害の中にあって，
殉教の神学を生みだし，やがて千年王国主義へと昇華
発展し，社会経済的圧迫のもとに，ついに権力を奪取
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する過程を描き，ひとたび権力を奪取するや希望の千
年王国は悪夢の千年王国に変質することを究明した。
第3論文では，ルター派教会の聖職カリスマ的統治制
度に対し，宗教的心情の直接性を対立させ，ついには
一切の外時的制度を内面性の疎外形態とし否定し去ら
んとするセパスチャン・フランクの神秘主義を取上げ
た。第4論文はミュンスター事件の大破綻後，再洗礼
諸派がいかなる道をたどって生き抜こうとしたか，ま
たそこにおける問題はなんであったかを，武力復讐派
ダヴィ，ドジョリス及び愛の家，オペ・フィリップ，
メンノー派等について考察した。
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